
おいで里山の会で２月１日水戸部理事長が記念講演 

 地産地消の再エネで地域を豊かにしよう！ 
 太白区茂庭地区で「メガソーラー建設計画」が取

りざたされた時から自然環境を守る運動に立ち上

がった「おいで里山の会」が２月１日第４回定期総

会を開催しました。総会には太白区秋保町のメガソ

ーラー建設予定地で農業を始めた FFF 仙台の学生

が呼ばれ、山林での農業展開への協力を訴えました

(詳細は裏面の河北新報記事を参照)。 

 総会後の記念講演に、きらきら発電理事長の水戸

部秀利氏が招かれ、「地域を豊かにする、地産地消

の再エネ」と題した講演をおよそ１時間にわたっておこないました。 

生活に深くかかわるエネルギー問題を選挙の争点にすべき 

 水戸部氏は最初に総選挙にふれ、「選挙の争点になるべきエネルギー問題が話題にならない。エ

ネルギーは生活に深くかかわっているから、きちんと政策の争点にすべき」と語り始めました。再

エネを市民の手で広めるためにきらきら発電を立ち上げたが、そのきっかけがあの３・１１の衝撃。

二度と福島事故の惨劇を繰り返さないためにも、自然エネルギーを市民の手でひろめることを考え

たと説明し、エネルギー政策が私たちの生活の基本にあると強調しました。 

里山には太陽光・水力・バイオマスと自然エネルギーの可能性がいっぱい 

 水戸部氏は故郷山形県金山町の NPO 金山電雪の活動も紹介し、「里山には太陽光発電・水力発

電・風力発電・バイオマス発電など、利用できるエネルギーがたくさん眠っている。限界集落・消

滅可能性自治体などと過疎化・高齢化の里山を揶揄するが、そういう里山こそ『食糧とエネルギー

を生産する持続可能な永続地帯』。金山町一つとっても電気と石油だけで年間１４億円もの金が町

外に流出する。再エネで流出するお金を減らせば、豊かな地域に生まれ変わる」と強調しました。 

農業と共に歩むソーラーシェアリング 

 NPO 金山電雪では畑の中にソーラーシェアリングを設置。固定価格買取制度の２０年間で元が

取れ、かつ温暖化で厳しい暑さになっても夏の太陽の日射しを和ら

げてくれるので、ソーラーシェアリングの畑は野菜にも優しい。実

際田んぼで農業収益を上げている事例もあると紹介。里山の今後の

可能性を指摘しました。 

 

２月２１日みちのく電記上映会 

 FFF 仙台の若者が持続可能社会を求めて活動する姿を追ったド

キュメンタリー映画「みちのく電記」が２月２１日仙台市メディア

テーク(定禅寺通り)で開催されます。主催は宮城県保険医協会、あ

いコープみやぎや地域市民電力連絡会が協賛団体となっています。 
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それでも日本に原発は必要なのか? 潰される再生可能エネルギー 

2024年女川集会で講演された青木美希氏の新書、２月２０日販売開始 

取り扱い きらきら発電    販売価格千円 百円お安くしています。 
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